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Revelation and Destruction 
A Study of Where There Is Nothing
Mitsuo Wakabayashi
We　must　destroy　the　World；we　must　destroy　everything　that．has　Law
a且dNumber，　for　where　there　is　nothing，　there　is　God．（1140）1
1
　生命に内在する自由Aの根源的な渇きに芸術はその創造の基盤をもつ。この根源的な希求が詩人
の想像力によってイメージ化ぎれ，可視化されるとき，それに対してタブー化をせまる外的な秩序
と決っして和解することはない。W．　B．　Yeatsの中期の劇にはこの緊張のドラマが描かれている。
エヂソの至福の生のイメージで満された精神の自律した活動は，しばしばく狂気〉の申に攻撃的ダ
イナミズムを見出し，抑圧・衰弱をもたらす秩序を拒絶する。プラトソもく狂気〉を聖なるものと
みなしたように，〈狂気〉は，かって，世界の創造・世界の新なる再生への啓示をもたらす聖なる
役割を果した。しかしYeatsはこの神なき時代でpvizere　Tlzere　Is　Notlzing（1902）の主人公を
tranceの申におき，そこから得られた黙示録的狂気によって「法」と　「数」の支配する近代の解
体を叫ばせるのであ’る。
　1902年にDublinで発表されながらDublinで上演できなかったこの作品には，いくつかの欠点
があるにもかかわらず，終末論的な考察の課題となった現代の情況にたいする，永遠につらなるひ
とつの真実を感受してしまったもののもつ預言のひびきがある。
　Yeatsは「真に真」なるものを描くことの困難さについて次のように述べている。
　　We　have　no　longer　in　any　country　a　literature　as　great　as　the　Iiterature　of　the　old
world，　an．d　that　is　because　the　newspapers，　aユl　kinds　of　second－rate　books，　the　preoccupation
of　men　With　all　ltinds　of　pragtica1　changes，　have　driven　the　living　imaginatioロout　of　the
world．、．王【ow　can　we　create　like　the　ancients，　while　innumerable　considerations　of　external
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probabillty　or　social　utility　destroy　the　seeming　irresponsible　creati　ve　power　that　is　life
itself？2
ここには何故書がなけれ1ばならないか，何を書かなければならないか，が明にされている。Yeats
は人聞の本来的自由の現実との相克を描くとき，ケルト神話や伝説に拠るのであるが，Yeatsの1准
一のリアリズムの枠組で書かれた隔召惚Thefte　ls抽魏劾9のテーマは他の作品と同じである。
Yeatsの現実超越の志向は，彼が親しんできたBlakeや，この頃発見したNietzsheによって現実
否定の力をもつにいたったが，この作品はこあ否定精神で満されたものとなっている。この小論
は，現代産業社会にたいする告発とも等質な主人公の全的否定をたどることを意図している。
2
　中期の劇の特徴である組織化された社会の秩序にたいする否定精神についてすでに論じたが3，
その中で初期のCountess　Cathleenや勤召五魏4げ1勉ガS　P8露θとの系譜も簡単に指摘したので，
ここではTiie　Slzad・～〃ツ肋’8・等（1gqo年にThe　N・rth　Afnerican　Reviewに発表されたversi・n）の
夢想的現実逃避の世界を簡略に論ずることから始めよう4。
この作品では海賊船の乗組員が海賊として現実主義者であるのに対して，船長のForgaelは永遠の
愛を求めており，海賊としての属性がなくなっている。彼はハープを弾き詩人的な性格が濃く与え
られている。彼の船は
　　　　　　　　　　　　　　has　passed
Eve且the　wandering　islands　of　the　gods，
And　heaτs　the　roar　of　the　streams　where，　druids　say，
Thne　and　the　world　and　all　things　dwi皿dle　ouL（749）5
であり・現実の世界で‘mild　woman’の胸の上に満足を見出すように部下にすすめられても，永遠
の愛をもとめることを止めず，船を帰路につかせない，Forgae1にとって現世の愛は・the　froth
upon　the　ale’（767）であり・現実に存在しているものは‘dust　on　a　moth・s　Wing・（757）にすぎな
い。船を帰路につかせるためにForgaelを殺そうとする船乗達を彼はハープを弾いて反抗力を奪
ってしまう。捕えられた女王Dectoraの敵意もハープによって消滅し，自ら求めていた現実の国
への帰賂を可能にする綱を彼女自身が断ち切ってしまう。二人以外，乗組員のいなくなった船で，
B・nd　1。w・・，・th・tlm・y・。v・・y・uwithmyh・i・，
For　we　will　gaze　upon　this　world　no　longer．（769）
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とForgaelとの永遠の愛の申に結ばれようとする。　YeatsはForgaelに現実を無効にする能力を与
えている。この二人を待っているのは現実的な意味の死ではないeYeatsはたしかに，二人の行先
の超時間的・超空間的な次元のイメージを示してはいないが，しかし，現実の一切の秩序にとらわ
れない世界での再生を意図している。この作品の中に超越への志向をになう鳥のシムボルを据え，
ドラマの展開に超現実｛生を導き入れることによって，ノスタルジーとナルシズムの相の背後に
Forgae1の夢の秩序が自立するのである。永遠の愛を求める夢の秩序のみを信じようとする態度
は，ひとつの現実を肯定するための，美しい，情緒的な現実忌避ではなく，現実とは和解が不可能
で，夢の遠い世界にのみ真実があり，この現実とは決っして交るまい，という決意の表れと考えら
れるのである。すでにここから1；17Th　ere　There　ls　NotlzingのPaul　Ruttledgeの現実解体の狂気とは
遠くないのだ。
3
　この作品は，近代合理主義を機軸とした，すでにく神〉を必要としなくなった時代にあってく神〉
の意を告知するいわば聖なるく狂気〉のドラマである。
　主人公のPaul　Ruttledgeが自らの属する上流階級の世界を捨てるところからこの作品ははじま
る。Pau1はMagistratesの世界に入ろうとせず，なんの「生産」活動にも従事していない。　Paul
をとりまく社会では，学校も普遍的真理の認識の場ではなく，｛technical　instruction’のための場
であり，修道士達が‘handicrafts’習得を喜ぶ所である。又その一人が「産業研究のためjにフラン
スへ行こうとしている。
　　Father　Aloysius　is　going　to　study　iロdustries　i且Fraロce．　＿we　are　all　busy．　We　are
changing　with　the廿皿es，　we　are　beginning　to　do　1】seful　things．（1068）
又市民軍に参加しようとしない彼にたいして‘Every　rnan　shoUld　try　to　find　so皿e　useful　sphere　of
employment・，（1076－1077）と説かれて‘useful’が強調される。　YeatsがPau1に断罪させている
のは事物の支配する世界にあって，生きる意義カミ単なる効用性にのみ存在するという原理である。
彼等の説く理性は効用性・必要性の価値であって，実際的目的に奉仕する社会の機能にのみ転化さ
れる。この生産性の論理に包含される生の営みとしてのく働き〉は，この作品の改作であるThe
Unico　rn　F7’om　the　Sta7’sのMartinにおいて，そしてもっと牧歌的なCo蹴‘6∬Cσ’ん∬βθπのSh，emits
やTlzθ　1・and　of∫Heart，s　DesireのMaryを通してもYeatsは否定的に描いている。即物的労働は
感性の解放ではなく窒息であり，自由ではなく束縛であり，〈働き〉の価値の否定は，背徳との危
険な親和が与えられている。
　Paulが自已からの疎外よりも社会からの疎外をえらぶのにたいして，他の人物達は効用性の価
値をもとめて自己からの疎外をえらぶとき，自ら進んで自由を放棄し，外的な秩序の中に他律をも
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とめてゆく．
There’s　nothing　interesting　but　human．　nature，　and　that’s　in　the　si　ngle　sou1，　bu．t　these
neighbours　of　mi且e　they　th三nlc　in　fiocks且nd　roosts．
● ●
Whe且工hear　these　people　tall〈ing　1　always　hear　some　organized　or　vested　interest　chirp
or　quack，　as　it　does　in　the　newspapers．（1070）
このように「群」をなして生き‘the　wild　woods’に帰らずに‘the　dovecot’に帰ってゆく　（1071）
自らの署名入りの行動原理にもとつく生と無縁にされた存在に嫌悪を示す。そして最近再びよみが
えったという大学生rl寺代にみた夢をPaulは語る。
　　Sometimes　1　dream　1　am　pulling　down　my　own　house，母nd　sometimes　it　is　the　whole
worId　that　I　am　pu．11ing　down．　〔5’απ4畝g吻．〕IWGuld　like　to　have　great　iron　claws，　and
to　put　them　about　the　pi11ars，　and　to　pull　and　pull　til1’?魔?窒凾狽?炎獅〟@fel 　into　pieces．（1071）
この決っして公認されることのない全的否定の精神は芸術の創造を行うものがその根底において捨
て去ることのできないものであろう。　この否定は］9athanの指摘するように‘not　a　psychological
declaration　of　freedom．．。　from　rigid　so』ial　restraint，　but　a　philosophical　declaration　of　freedom
frem　al1　restraintS　based　upon　reason　as　an　instrument　for　orderi　ng　human　experience．6「ﾅあ
る。この「哲学的」な認識がPaulの全的否定の契機とすれば，ドラマの展開にいわゆるく客観的
相関物〉の存在が稀薄であることは認められるeJしかしYeatsの作品の申にこれほどPIGtのもつ
個別的な制約力を振り切って普遍化の高みに立って現実解体のヴィジョンを自由に示しているもの
は他にないのではなかろうか。Yeatsは禁じられた夢を劇作法を犠牲にしても示してみることを欲
しているかに思、われる。
Pau1の否定の現実化はtir〔kersの世界に入ることである。それは社会の効用性の秩序から可能
なかぎb自由であり，体系的・組織的な管理と無縁になることができるからである。Yeatsは「美」
を劉造できる入聞として三種類の階層をあげているが，第二番目に‘countrymen・をおいている。
彼等は‘have　made　beautiful　stories　and　beliefs，　because　thby　have　nothing　to　lose　and　so　do　not
fear…’7なのである。　Yeatsはこの作品で無料の酒で酔う町の大衆ではなく明かにtinkersをこの
第二番目のカテゴリーに入れている。入間精神の自然性と字宙の全体像を統合したまま描く想像力
の復権を求めてPau1は鋳掛け屋の世界に入る。それは1‘regeneration　of　the　sou1・なのだ。　realists
にとってこれは無邪気な所業である。rPau1の動機は単純だ」と批判され，
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He〔i．　e．　Paul〕has　some　idea　of　going　back　to　the　da］　k　ages．　Rousseau　had　some　idea
of　the　same　kind，　but　it　didn，t　work（1084）
と指摘される。彼は‘the　da士k　ages’にもどるのだ，と答え
What　has　it〔言．　e．　the　world〕gained？工am　among　those　who　think　that　sin　and　death
came　into　the　world　the　day　Newton　eat．〔sic〕the　apple．（1084）
科学的合理性の支配から脱する時Yeatsの理想はむしろ伝説や神話が生きた感受性をもって人々
の想像力を支配する世界である。
　更にRau1は「鋳掛け屋」であることを徹底させるために鋳掛け屋の女性と結婚する。彼は町の
大衆すべてに無料で酒を振舞う。町全体が無秩序となり，すべての人が働きを止める。主人のそば
を「8年間，一度もはなれたことのない執事」が家をあけて飲み騒ぎ，召使が行方不明になり，乾
草は刈られたまま放置され，「家畜に水を与える者」も見当らない。これはPau1が家を出る前に
望んでいた状態であり，現実解体の出現であるe　ここで大衆は‘drink　contentedly　out　of　the　cup
of　life，　out　of　the　drunk号n　cup　of　life’（1072）が可能であり，「自分が王であり，風にのってかけ
てゆくことを」想像することができで「世界の横面をひっぱたいてやろう」　（1110）というように
秩序と生産の道具的存在からの自己解放感と自己実現の感覚をアナーキーの中に現出した。　「これ
は‘a　low　form　of　pleasure’に思われる」とMagistratesの一人が言うと
1　daresay　it　seems　to　you　a　little　Violent．　But　the　poor　have　very　few　hours　ill　which
to　enjoy　themselves；they　must　take　their　pIeasure　raw；they　haven’t　the　time　to　cook
it．　（1110）
とPau1は答えるe　Yeatsはエッセイにおいてもtto　be　hapPy　one　must’delight　Iike　Nature　in
mere　profusion，　in　mere　abmdance，　in　maldng　and　doing　things’S　と抑制なき喜悦を讃美して
いる。しかしYeatsは注意深く，‘drU　nkenness’の中で熱狂している大衆とtinkersの区別を行っ
ている。tinkersは批判的な報告をする。
Those　’free　drinks　of　yours，　Pau．1，　is　playing　the　devil　with　them．　Do　yo　hear　them　now
and　every　roar　out　of　them？　They’re　putting　the　cooks　astray．
　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　■
When　those　commomnen　drink　it’s　what　they　fall　down．　They　haven，t　the　heads．
They’re　not　like　us　that　have　to　keep　heads　and　heels　on　us．（1107）
「
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そして別の一人は「この騒ぎからはなれている方がよい」とも言う。だがYeatsはこの区別にも
かかわらず，酒に酔った町の大衆を否定的には描いていない。Yeatsは酔乱の現場を全くステージ
の上に提示しないことによって，あくまでも観念としての，あるいは幻想としての大衆像をドラマ
に導き入れることが可能となったのだ。　彼等はYeatsによって肯定されている先にあげた第二番
目の階熈に属する資格をもっとともに，SyngeのThe　Plαyboy　ef　the　IYIZestern肋プ’4に拒絶の叫
びをあげる大衆であるかもしれないのである。Yeatsはこの作品にあっては酔って熱狂する大衆を
生命の燃焼のイメージとし，支配秩序へのアンチテーゼとしている。YeatsはMagistratesの一一入
にむかってB玉akeの詩を名前をあげずに引用する。
Some　poet　has　written　that　exuberance　is　beauty，　and　that　the　roadway　of　excess　leads　to
the　palace。f　wisd。m．（1111）
そして仕事に従う日常性と断絶したとき彼等は想像力とともに生き，その想像力は‘a　blazing　tar・
barrel’のように躍動する。この大衆の想像力は作品の申に，劇の展開の範囲での妥当性が与えら
れているのではない。Yeatsは，それを芸術を生み出す源泉としての想像力と等価なものとしてお
り，区別していない。folk・ヱoreについて論じているが，
王magination　is　God　in　the　world　of　art，　a且d　may　well　desire　to　have　us　colne　to　an
」・is・u・with　th・ath・i・tS・wh。　w。uld　m・ke　u・n・ught　but“reali・t・，”“n・tur・Ji・t・，・・r　th・lik・．
　　Folk40re　is　at　once　the　Bible，　the　Thirty・nine　Articles，　and　the　Book　of　Comm．on
Prayer，　and　well－nigh　all　the　great　poets　have　Iived　by　its　light．9
Yeatsにとって想像力こそ至高なものであ1）　t酔によって穫得された想像力もPaulにょって肯定
されており・上に引用したfolk40re創造を可能にするものと考えられておる。　YeatsはBlakeを
論じ「生きているものは皆神聖である」と彼の思想を示したのち・Passions，　because　most　living，
a「e　most　holy　一一一一　and　this　was　a　sc．andalous　paradox　in・　his　time・　ioと述べている。又Samuel
P・lrn・・｝調意して・c・x・es・i・th・vivifying・pi・；t・f　th・finbSt・・t，・and　w・mu、t。lw。ys　seek
to　make　excess　more　abundantly　excessive’　i1とも書いているe　同じエッセイでも・a　thirst　for
unb・und・d・皿。ti。n’は生瀧楽なものにはしないかもしれないカ・その上にこそ芸術の1如立つと
述べている・その他‘an・th1・ti・」。y’M・・1’‘・。m・m・皿・nt。f．・P・・si・n・te　experi・nce・鰺などにみら
れるように‘passionate’や‘excessive’を強調している。　Yeatsはリアリズムの枠組を設定してお
きな粥舶身の芸術齢を形象化するとき，プP。トもリアリズムの次元をvahlliしてしまう。
この劇全trhS現実の相対性を通過したところのリアリズムの仮構性を捨てることさえ辞さない，と
いうYea鋤鮒を感ずることができる．それ故リアリズムの作品に対するのと同じ視点から論
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ずることはこの作品を正しく理解することにはならない．しかしThe　King’s四醐s加‘記や07t
Baile’s　Strandの特質をなしているドラマの象徴性と神話的世界の象徴性iとの融合がみられないと
かに無惨な失敗をもたらすかはPaulとtinkersのやる一一一Ptの人畏裁判の場面にもみとめることが
できる。
　酔った大衆の狂醤がこの作品を一見茶番的なものと感じさせるとしても，Yeatsは想像力を衰弱
させるところの，即ち生命の死をもたらすものからの解放をドラマの大きな主張として導き入れた
のだ。歓喜や遊びが物質的功利的な生活体系への補強的な働きとしてあるのではなく，それからの
自立であり，反逆としての意味を与えている。Yeats自身が嫌悪している抽象を破壊し，直接的に
生の根源的なカテゴリーでの自立の姿をYeatsは現出させることを意図したのではなかろうかe
これは本来ならば祭杞の領域であり，したがって聖なる意味をもったところの日常性からの無条件
的な遠ざかり，天の真を得るための地の理知の放棄であるeこのような予感を｛druゴkenness’の狂
宴は感知させて躯ると解釈できるのである。それは初源的なユートピアを支配する神，すなわち
‘Where　there　is　nothing，　there　is　God’を感受させるものである。しかし，すでにここは古い共同
体や集団ではない。「法」と「数」だけめ合理性の組織社会であるとき，酔の狂宴は神への奉献や
交りでなく，むしろ暴動に似たものとなり，秩序に対する重大な違犯の性格をとらざるを得ないの
だ。そこには完結すべき儀式をもたない。至福のヴィジョソが断ち切られ，再生への夢の不在の狂
宴の中での解放があるのだ。
4
　第四幕では，これまでの一種牧歌的な生活から修道士の生活へと変っているe怪我のために
tinkersが仕方なしに僧院に？aUlを残してから5年経っている。彼は信心深い修道士からすすん
でtranceの中に啓示を求め，この教会の合法性の枠を超えてしまう存在になっているe彼は服従
を求められる』と‘1　have　had　other　orders．’（1132）と答える。彼の友人が「君は不可能なこと，自
然の秩序に反することを言う」と評しているように，現実を超えた世界の秩序と直結しようとして
い・る。
Ihave　lear】ユed　that　one　needs　a　religion　so　wholly　supernatural　that　is自O　opposed　to
the　order　of　’nature　that　the　world　can　never　capture　it．（工133）
彼はこの「宗教」をtranceで得るのだが，それはta　great　many　angels　riding　upon　unicorns，
white　angels　on　white　unicoms’（1132）によって与えられ。
　彼は神に愚かれた錯乱へ没入し，教会の内部にあってその範囲内での理性による合理的判断を超
える想像力にになわれるとき，「自然の秩序」と対立する危険なメッセー－Hジを伝えるく狂気〉の存
在：となるのである。PaUlは他の修道士達に彼がtranceの状態にあるとき祈りの代りにdancing
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を求める。そうすることによって「天から喜悦をもたらすことができるし，説教もやりやすくな
る」からであるe死んだような状態で，修道士達の踊を伴なうPaulのtranceは，ディォニ＝ソ
ス的な荒々しい感性の申での至高な世界への超越である。その状態で「永遠の中に入る」ことh：で
き「真理それ自身のための真理」を得ることができる，とPau1は説く。そして
He〔i．　e．　Paul〕ca11s　that　getting　above　Iaw　and　nulロber，　and　becomhユg　king　and　prjest
ill　one，s　owエ1　house（1127）
のように人闇の全体性の回復が可能となる。
　更に近代社会の病にっいて述べる
　＿Not　only　the　Serpent．．．but　all　the　ani　mal　spirits　that　have　loved　things　better　than　1ife，
came　out　of　their　holes　and　began　to　whisper．　The血en　and　women　listened　to　them，　and
because　when　they　had　Iived　according　t。　the　joyfUl　Will　of　God　in　mother　wit　and　natural
kindness　they　sometimes　did　one　aエ10ther　an　injury，　they　thought　that　it　wouユd　be　safe　tha且
to　be　blessed，　they　made　Laws．　The　Laws　were　the且rst　sil1＿the　monient　man　had　made
them　he　began　to　die；we　must　put　out　the　Laws　as　I　put　out　this　candle．（1136－7）・
ここには素朴な原初への憧憬が述べられている。しかも無条件的な復帰への願望がある。しかし自
由が生命の原初的な弾性と切り離すことのできないものであり，その弾性を失うとともに自由の重
みに耐えられなくなり‘blessedness’よりも‘safe’をえらんでしまう。現代の社会はこれが世界的
な規模で体制化しているだけである。人間が自由な存在で「わが家の王であり牧師である」とき
宇宙を支配する神の意志を畏怖と親和をもって感受できるのであるとPaulは一そしてYeatsが
一説いているeところが道具的理性渉，この神の意志を感受する精神の力と絶縁し，近代合理性
として容認され，ヒューマニズムと結び近代社会を築いてゆくときに，生命の原初的弾性・律動
は窒息させられるか，芸術という自己完結した形の内部に追いやられるかである。　（The　King’s
ThPtesholdのSeanchanのように）eこれがプラトソの言う「神から授けられた狂気」によって矯
正さるべき「人聞から生れる正気の分別」14の真の姿であろう。PaUlを通してYeatsは，・人間の
統合挫の魍復はアソチ・ヒューマニズムの様相をとる，と言いたげである。
　Yeatsにとって人間は‘the　joy　of　the　green’　earth・（1135）へ・もどることであるe
F°ra1・ng　tim・after　th・i・血曲g　m・n　and　w・m・n　w・ndered　h・，e皿d　there，　h。lf
blind　f・。皿th・d・蛇・nn鵬。f　Eternity；th・y　h・d　n・t　y・t　f・rg。tt。n　th。t　th，　g，een・Ea，th
聡th・L。v・・f　G・d副th・t訓1　Lif・w…th・Will。f　G。d，註nd・・th・y　W・pt繊d　laugh，d
　　　　　　　　　　　　　　　　聖なる狂気と現実解体　　　　　　　　　＿ヱあ＿
and　hated　according　to　the　impulse　of　their　hearts・They　gathered　the　green　Earth　to
theiτbreasts　and　their　lips，　as　1　gather　these　boughs　to　mine，　in　what　they　believed　would
be　an　eter皿al　kiss．（1136）
このイメジはThe　1〈ing｝s　Thresholdの言寺人Seanchanが告発するときに弟子に繰り返えさせた「エ
デンにかって存在した生活のイメジ」であり，On　Baille’s　StrandのCuchulainの生の申に体現さ
れたイメジである。Pau1にとってこれに違犯する一切の現実主義的な制度・行為は疹るされない。
そのため僧院を捨てたPaulとその同志達が生計に困ってバスケットを編み，それによって収入を
得ようと提案すると，飢えのためrほとんど鶴のように」痩せてしまうているPau玉は次のように
言う。
　　And　what’about　the　dividi　ng　of　the　money？　You　will且eed　to　make　laws　about　that，
＿you　would　add　one　thing　to　another，1aws　and　money　and　church　and　beUs，　till　you　had
got　eヤerything　back　again　that　you　have　escaped　fro肌（1154）
Pau1はこのように組織の形歳に貢献するところの微細なものをも拒絶する。
　Pau1は家を捨てたとき自分を‘a　wild　beast’と自己同一化を行い u
．．．aterrible　wild　beast，　with　iron　teeth　and　brazen．　claws　that　can　root　up　spires　and　towers
（1099）
と全的否定に想いを馳せ，白い一角獣に乗っ1た天使が修道士となったPaulの‘trance’の中に現れ
て，
＿they　cried　out，‘Brother　Pau．1，　go　and　preach；get　up　and　preach，］3rother　PauP　And　then
・they　laughed　a正oud，　aロd　the　unicorns　trampled　the　ground　as　though　the　world　were
already　fa皿ing　in　pieces．（1132）
「世界がこなみじんにこわれる」様子を示されることによって啓示をうける。
　　Ipulled　down　my　ow且house，　and　tiow　1　go　out　to　pull　dewri．　the　world．（1142）
’　このように・green　Earth・にのみ実現可能な原初的歓喜の生活を滅し去った近代以隣の一切を破壊
　　することを決意する。即ちYeatsは彼を啓示の秩序のみを生きることをえらぶ精神で満たしたe
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そして1の精神の対応を原始キリスト教の中にみようとしている。
11earned　them〔i．　e．　PauPs　thoughts〕from　Jesus　Christ，　who　made　a　terrible　joy，　and
sent　it　tG　overturn　governments，　and　all　settled　erder．（1工40）
もちろんここには，神と人間との親和的な結びつきの可能性への絶望的なまでの懐疑の上に倫理を
鋭くした原始キリスト教の内実は全く捨て去られている。
　この否定精神そのものと化したPatdを弟子は
He　is　more　for　pulling　down　than　building　up．（1148）
と述べて．おるが，環実に生をおきながら観念7啓示による神の意志一の絶対性を追い求め，現
実の相対性を無綿するとき，それは現実の破壊ではなく個人の内部に限りなく深化されてゆく他は
ない。そして‘reformation’ではなく‘revelation’こそキ．リス1教の本質附任務であるとするとき，
Yeatsは，いかなる情況にあっても「reformation’のもついく分かの現実肯定を避けることのでき
ない政治的志向性を断ち切らせることを意味している。この立場で自己の純化を守るためには，
宇宙の広さにまで拡大した自らの内なる幻想の中に啓示の現実化が行われることになるeそれ故
YeatsはPaU1に自己の立場の正しい認識を与えている。
Iwas　forgetting，　we　canロot　destroy　the　world　with　armies，　it　j　s　inside　our，minds　that
it　must　be　destroyed，　it　must　be　consumed　in　a　moment　inside　our　mind8．　GGd　will
ac。mp1三sh　his　last　judgment・且rst　in。ne　m・n’s・mind・and・th・且｛n　anpther．（1158）
そして筋の発展も方向は定まってしまう。
　PaUlは敗北しなければならない。大衆にた葦‘meditation’のみを説き実際的なく物〉によって
大衆をひきつけることを恐るべき頽廃とすることにより，又教会から㊧逆宣伝により次第に同志達
の説教は効を奏さなくなってくる。結局Paulはかって無料の酒によるdrunkennessで解放レたこ
とのある住民達によって疎ましく思われるだけでなく，迫害されて最後には殺されてしまう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5
We　coロ1d四rch　on　the　tow嚢s，　a雌we　cou1d　break　up　all　settled　order；we　couユd　bri：ユg
back　the　old　joyfu1，　dangerous，　i∬dividu駐1工ife．（115？）
このようにPaUlは啓示の絶対性の中に生きるのであるが，　Ye農tsはこれをtranceの中で与え，
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tranceを通して人間の本来の生を蘇えらせる力を与え，ディオニソス的な非理性による，人間の
聖なる自然性への回帰への願望を描いた。プラトソの「われわれの身に起こる数々の善きものの中
でも，その最も偉大なるものは，狂気を通じて生れてくるのである。」15という「神から授かった
狂気」は，YeatsぶPaulに与えたtranceと等価なものであるとみることができ，　Pau1の否定精
神は「神に愚かれたときの予言の力を用いて，多くの人々に多くの事柄を予言し，まさに来たらん
とする運命のために，正しい道を教えて」16やるべき性質のものであり，神聖な「狂気は・人聞か
ら生れる正気の分別よりも立派なものである」17が故に，神に代った人間の「正気の分別」は破壊
されねばならない。
　しかしく狂気〉が支配した‘green　Earth’は消滅した。　r正気の分別」即ちく理性i＞に基づく
tlaw・と・nu皿ber・の支配する世界にあっては，抽象や分析にもとつかない人間存在の全一的な体験
によって永遠6霜を視ぢ慧と芳藤が奪われるか管理されてしまっている。このような情況のもとで
直接的に現実と関わりながら真実を告知するPaulは危険な存在である。それにもかかわらず天の
真を告知しようとする人物の敗北を描くことによって現代の悲劇のありかを描いた。そして，それ
を現実の相対性と啓示の絶対性との，リアリズムの枠組が要求する屈折を切り捨てた相克會葛藤の
Eltに描き，ドラマのme”Sの心理的1貝揃からの燃性が禰にはなったが注人公の繊難を志向
する行動と想像力のダイナミックスが相乗されることによって，この作品は黙示録的なひびきを伝
えるものとなったeそれはソフィスティケィションの意匠をめぐらすことなく自己の生を極限化し
現実解体の叫びをあげた。そこには，終未的な破局にたいするアパシーと予感が同時的に存在して
いる現代にたいする預言的なひびきがある。
Yeatsは21才のとき，「すぐれた詩はわれわれになにものも教えはしない。それはわれわれを変革
するのである。（中略）それはr入生の批評』ではなく精神の中の火であり・卑小なものを焼きつ
くし浅いものを深くするのである。」18と述べているが，芸術家としてYeatsは晩年にいたるまで
基本的にこの精神をはなれなかったが，この創作理念を勲θ昭蹄θ昭盈1物砺π9の登場人物の精
神にしたのであった。　（完）
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